[bookmark: _n3tezh24wxvw]保育利用契約書

社会福祉法人・株式会社等＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「甲」という。）と、保護者＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「乙」という。）は、乙が監護する児童＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「利用児童」という。）について、甲が運営する保育施設における保育の利用に関し、次のとおり保育利用契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _ookmiu7ke3c4]第1条（目的）
本契約は、甲が運営する保育施設において利用児童に対し適切な保育を提供するにあたり、甲及び乙の権利義務、保育の内容、利用条件その他必要な事項を定め、利用児童の健全な心身の発達及び安全な保育環境の確保を図ることを目的とする。

[bookmark: _l228gb42gbun]第2条（保育施設）
本契約の対象となる保育施設は、次のとおりとする。
1. 施設名称：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
2. 所在地：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
3. 設置・運営主体：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
4. 施設種別：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
5. 施設長：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
6. 
[bookmark: _rrivdfv40oi3]第3条（利用児童）
本契約に基づき保育を利用する児童は、次のとおりとする。
1. 氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
2. 生年月日：＿＿年＿＿月＿＿日
3. 住所：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
4. 利用開始時の年齢：満＿＿歳
5. 利用クラス：＿＿＿＿＿＿＿＿
6. その他甲が保育上必要と認める事項：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
7. 
[bookmark: _oywnam7h9t1f]第4条（保育の内容）
1. 甲は、関係法令、保育所保育指針その他甲に適用される基準並びに甲が定める保育方針に基づき、利用児童の年齢、発達状況、健康状態及び家庭環境等に配慮して保育を行う。
2. 甲が提供する保育には、日常的な保育、食事、午睡、遊び、生活習慣に関する援助、健康管理その他甲が必要と認める保育上の活動を含むものとする。
3. 行事、園外活動、健康診断その他通常の保育とは別に実施する活動については、甲は必要に応じて事前に乙へ通知する。
4. 特別な費用又は個別の同意を必要とする活動については、甲はあらかじめその内容を乙に説明するものとする。
5. 
[bookmark: _l51n7udbo8ns]第5条（利用期間）
1. 本契約に基づく保育の利用期間は、＿＿年＿＿月＿＿日から＿＿年＿＿月＿＿日までとする。
2. 前項の期間について、市区町村による保育の必要性の認定その他行政上の手続が必要となる場合は、その認定期間その他行政上認められた期間に従うものとする。
3. 利用期間満了後の継続利用については、甲の定める手続、利用児童の在籍資格その他必要な条件を満たすことを要する。
4. 
[bookmark: _1ygct1wkp94w]第6条（保育日及び保育時間）
1. 通常の保育日は、原則として＿＿曜日から＿＿曜日までとする。
2. 通常の保育時間は、午前＿＿時＿＿分から午後＿＿時＿＿分までとする。
3. 乙が甲に申し込む通常の利用時間は、午前＿＿時＿＿分から午後＿＿時＿＿分までとする。
4. 延長保育その他通常の保育時間外の利用については、甲が別途定める利用条件及び料金に従うものとする。
5. 日曜日、祝日、年末年始その他甲があらかじめ定める日は、原則として休園日とする。
6. 
[bookmark: _3ujiay8u78nb]第7条（登園及び降園）
1. 乙は、甲が指定する方法及び時間に従い、利用児童を登園及び降園させるものとする。
2. 利用児童の送迎は、原則として乙又は乙があらかじめ甲に届け出た者が行う。
3. 届出のない者が利用児童の引渡しを求めた場合、甲は、利用児童の安全確保のため、その者への引渡しを拒否することができる。
4. 乙は、送迎者を変更する場合、あらかじめ甲に連絡するものとする。
5. 乙が予定した降園時間を超える場合は、速やかに甲へ連絡しなければならない。
6. 
[bookmark: _rpa9akajvv94]第8条（保育料等）
1. 乙は、保育の利用に伴い負担すべき保育料、延長保育料、給食費、教材費、行事費その他の費用について、法令、自治体の定め又は甲が別途定める料金規程に従い支払うものとする。
2. 乙が甲に直接支払う費用は、次のとおりとする。
保育料：月額＿＿＿＿円
給食費：月額＿＿＿＿円
延長保育料：＿＿＿＿円
教材費その他：＿＿＿＿円
3. 支払日は、原則として毎月＿＿日とし、乙は甲が指定する口座振替、振込その他の方法により支払う。
4. 振込手数料その他支払に必要となる費用は、甲が別途定める場合を除き、乙の負担とする。
5. 法令、自治体の制度又は甲の料金規程の変更等により利用料金等を変更する必要が生じた場合、甲は乙に事前に通知した上で変更することができる。
6. 
[bookmark: _hg5hpekdja48]第9条（欠席等の連絡）
1. 利用児童が欠席、遅刻又は早退する場合、乙は甲が指定する時間及び方法により甲へ連絡するものとする。
2. 利用児童が感染症その他他の児童への感染のおそれがある疾病に罹患し、又はその疑いがある場合、乙は速やかに甲へその旨を通知しなければならない。
3. 欠席した場合の保育料その他の費用の取扱いは、法令、自治体の制度又は甲の料金規程に従うものとする。
4. 
[bookmark: _358y9b94fesd]第10条（健康状態等の申告）
1. 乙は、利用児童の健康状態、既往歴、アレルギー、服薬状況、障害、発達上の特性その他安全な保育を行うために必要な事項について、正確かつ最新の情報を甲に提供するものとする。
2. 前項の情報に変更が生じた場合、乙は速やかに甲へ届け出るものとする。
3. 甲は、利用児童の安全確保のため必要と判断した場合、乙に対して医師の診断書、指示書その他必要な資料の提出を求めることができる。
4. 乙による重要な健康情報の申告がないことにより、通常の注意をもってしても甲が予見又は回避することが困難な事態が生じた場合、その責任については具体的事情に応じて甲乙間で協議するものとする。
5. 
[bookmark: _i13hyniad6zb]第11条（アレルギーへの対応）
1. 利用児童に食物その他のアレルギーがある場合、乙は甲に対し、その内容及び必要な対応について事前に申告するものとする。
2. 甲が医師の診断書、生活管理指導表その他の資料の提出を求めた場合、乙はこれに協力するものとする。
3. 除去食、代替食その他特別な対応については、利用児童の安全性、施設の設備、人員配置及び調理体制等を考慮し、甲乙協議の上で対応方法を決定する。
4. 甲が安全な対応を行うことが困難であると合理的に判断した場合、甲は乙に対し、弁当その他の代替方法について協力を求めることができる。
5. 
[bookmark: _w8aib5pjmuic]第12条（投薬）
1. 利用児童への投薬は、原則として家庭で行うものとする。
2. 保育時間中の投薬がやむを得ず必要となる場合、乙は、甲が定める手続に従い、医師の指示内容その他甲が必要とする情報及び資料を提出するものとする。
3. 甲は、施設の人員体制、薬剤の種類、投薬方法その他の事情から安全な対応が困難であると判断した場合、投薬の依頼を受けないことができる。
4. 
[bookmark: _5tdvao37wf9c]第13条（体調不良時の対応）
1. 保育中に利用児童の発熱、嘔吐、下痢、強い倦怠感その他の体調不良が認められた場合、甲は乙又は緊急連絡先として届け出られた者に連絡する。
2. 前項の場合において、甲が集団保育の継続が困難であると判断したときは、乙は可能な限り速やかに利用児童を迎えに来るものとする。
3. 利用児童の症状が重大又は緊急であると甲が判断した場合、甲は乙への連絡と並行し、又は乙への連絡に先立って、救急車の要請、医療機関への搬送その他必要な措置を講ずることができる。
4. 
[bookmark: _x4duh8amnqrz]第14条（感染症への対応）
1. 利用児童が法令、行政機関の基準その他甲の定める基準により登園を控える必要がある感染症に罹患した場合、乙は必要な期間、利用児童を登園させないものとする。
2. 甲は、感染拡大防止のため必要と判断した場合、乙に対し、医師の意見書、登園に関する書類その他必要な資料の提出を求めることができる。
3. 感染症の流行等により行政機関から休園、登園自粛その他の要請又は指示があった場合、甲はこれに従い保育内容の変更、利用制限又は臨時休園を行うことができる。
4. 
[bookmark: _1pbheol3afni]第15条（事故及び緊急時の対応）
1. 甲は、利用児童の生命及び身体の安全確保に十分配慮して保育を行うものとする。
2. 保育中に事故、けがその他の緊急事態が発生した場合、甲は必要な応急措置を行うとともに、速やかに乙へ連絡するものとする。
3. 緊急に医療機関を受診する必要があり、乙と直ちに連絡が取れない場合、甲は利用児童の生命又は身体を保護するため合理的に必要な範囲で医療機関への搬送その他の措置を講ずることができる。
4. 甲は、重大な事故その他法令上報告が必要となる事態について、関係行政機関その他必要な機関に報告することができる。
5. 
[bookmark: _hvhdph222qj7]第16条（災害等への対応）
1. 地震、台風、豪雨、洪水、火災その他の災害又はそのおそれがある場合、甲は利用児童の安全確保を最優先として、保育時間の変更、早期降園、臨時休園、避難その他必要な措置を講ずることができる。
2. 前項の場合、乙は甲から利用児童の引取りを求められたときは、可能な限り速やかに対応するものとする。
3. 災害、交通機関の停止、行政機関からの要請その他甲の合理的な支配を超える事情により通常の保育を提供することが困難となった場合の費用の取扱いについては、法令、自治体の制度及び甲の規程等に従うものとする。
4. 
[bookmark: _oelo65e2y87b]第17条（乙の協力義務）
乙は、利用児童に対する安全かつ適切な保育を実施するため、次の各号に掲げる事項に協力するものとする。
1. 甲が求める家庭状況、健康状態その他必要な情報を正確に提供すること。
2. 住所、電話番号、勤務先、緊急連絡先、送迎者その他届出事項に変更が生じた場合、速やかに届け出ること。
3. 利用児童の生活状況その他保育上重要な事項について甲との情報共有に努めること。
4. 甲の施設運営、安全管理及び感染症対策に関する合理的な指示を遵守すること。
5. その他利用児童及び他の児童の安全な保育環境の維持に必要な事項に協力すること。
6. 
[bookmark: _60pmuk27mlii]第18条（禁止事項）
乙及び乙が指定する送迎者その他の関係者は、次の各号に掲げる行為をしてはならない。
1. 甲の職員、他の児童又はその保護者等に対する暴力、脅迫、威圧、差別的言動その他の迷惑行為
2. 甲の業務を著しく妨害する行為
3. 正当な理由なく施設内へ立ち入る行為
4. 他の児童、保護者又は職員のプライバシーを侵害する行為
5. 甲の許可なく施設内で営業、勧誘その他これらに類する行為を行うこと
6. その他安全かつ適切な保育施設の運営を著しく妨げる行為
7. 
[bookmark: _bghf8vecnkz3]第19条（写真・動画等の取扱い）
1. 甲が保育記録、園内掲示、保護者への活動報告等のため利用児童を撮影する場合、その取扱いについて甲が定める方針に従うものとする。
2. ホームページ、SNS、広告、パンフレットその他施設外に向けた媒体に利用児童を識別できる状態で掲載する場合、甲は必要に応じて乙から別途同意を得るものとする。
3. 乙は、施設内で撮影した写真又は動画に他の児童、保護者又は職員が含まれる場合、それらの者のプライバシー及び肖像等に十分配慮するものとする。
4. 
[bookmark: _pij24zb0nse0]第20条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本契約及び保育の提供に伴い取得した利用児童及び乙その他の家族に関する個人情報を、関係法令及び甲が定める個人情報保護方針に従い適切に取り扱う。
2. 甲は、保育の提供、健康及び安全管理、緊急時対応、保育料等の管理、行政機関への報告その他保育施設の適切な運営に必要な範囲で個人情報を利用することができる。
3. 法令に基づく場合、利用児童の生命、身体又は安全を保護するため必要な場合その他法令上認められる場合を除き、甲は本人又は乙の同意なく個人情報を不当に第三者へ提供しない。
4. 
[bookmark: _612f1l4xu3i0]第21条（秘密保持）
甲及び乙は、本契約及び保育の利用を通じて知り得た相手方、他の児童、保護者その他の関係者に関する非公開情報について、正当な理由なく第三者に開示又は漏えいしないよう配慮するものとする。

[bookmark: _nenk8jignhp]第22条（保育内容に関する相談及び苦情）
1. 乙は、甲が提供する保育その他施設運営に関して相談、意見又は苦情がある場合、甲が定める相談・苦情受付窓口を利用することができる。
2. 甲は、乙から相談又は苦情を受けた場合、その内容を確認し、必要に応じて事実関係の調査、説明その他適切な対応を行うものとする。
3. 甲は、乙が正当に相談又は苦情を申し出たことのみを理由として、乙又は利用児童に不利益な取扱いを行わないものとする。
4. 
[bookmark: _bxsq9ar6f745]第23条（利用の制限）
甲は、次の各号のいずれかに該当し、利用児童又は他の児童の安全確保若しくは適切な施設運営のため必要である場合、関係法令及び行政上の手続に従い、乙に対して保育方法の変更、一時的な利用制限その他必要な措置を求めることができる。
1. 利用児童が感染症に罹患し、集団保育が適当でない場合
2. 利用児童の健康状態について安全な集団保育を継続することが困難である場合
3. 災害その他の緊急事態が発生した場合
4. 乙又は送迎者等の行為により施設内の安全又は正常な保育運営が著しく妨げられる場合
5. その他法令又は行政機関の指示等により利用を制限する必要がある場合
6. 
[bookmark: _788o7ii3tzfl]第24条（契約の終了）
本契約は、次の各号のいずれかに該当した場合に終了する。
1. 第5条に定める利用期間が満了した場合
2. 利用児童が卒園した場合
3. 乙が甲所定の手続により退園を申し出た場合
4. 市区町村その他関係行政機関の決定により利用資格を失った場合
5. 甲が保育施設の運営を終了した場合
6. その他本契約を継続することができない法令上又は事実上の事情が生じた場合
7. 
[bookmark: _yfvkil715y0p]第25条（契約の解除）
1. 甲は、乙が本契約に重大な違反をし、相当な期間を定めて是正を求めたにもかかわらず是正されない場合、本契約を解除することができる。ただし、関係法令、自治体の制度その他行政上必要となる手続がある場合は、これに従うものとする。
2. 前項にかかわらず、暴力行為、重大な安全侵害その他契約関係の継続が著しく困難となる事情が生じた場合、甲は必要な措置を講ずることができる。
3. 契約の終了又は解除に際しては、利用児童の利益及び保育の継続性に十分配慮し、必要に応じて関係行政機関等と連携するものとする。
4. 
[bookmark: _gii63gbtcj5p]第26条（損害賠償）
1. 甲又は乙が故意又は過失により本契約に違反し、相手方に損害を与えた場合は、関係法令に従い、その損害について賠償責任を負う。
2. 甲の責任の有無及び範囲については、事故の原因、甲が講じた安全管理措置、予見可能性、結果回避可能性その他一切の事情を考慮して判断するものとする。
3. 本条は、法令上制限することのできない甲又は乙の責任を免除又は制限するものではない。
4. 
[bookmark: _2dnuxhwjb7pv]第27条（不可抗力）
地震、台風、豪雨その他の自然災害、感染症の大規模な流行、行政機関による命令又は要請、停電、交通機関の大規模な停止その他当事者の合理的な支配を超える事由により本契約上の義務の全部又は一部を履行することが困難となった場合、甲乙は利用児童の安全を最優先として対応方法を協議するものとする。

[bookmark: _bw9fozgzt0nd]第28条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自ら又は自己の関係者が暴力団、暴力団員その他これらに準ずる反社会的勢力に該当せず、かつ、これらと社会的に非難されるべき関係を有していないことを確認する。
2. 相手方が前項に違反したことが判明し、本契約の継続が困難であると認められる場合、相手方は関係法令その他必要な手続に従い、本契約を解除することができる。
3. 
[bookmark: _2lxzo3penn9r]第29条（契約内容の変更）
1. 本契約の内容を変更する必要が生じた場合、甲乙は協議の上、書面又は電磁的方法により変更するものとする。
2. 法令改正、行政機関からの指導、保育制度の変更その他施設運営上合理的な理由により保育内容又は利用条件の変更が必要となった場合、甲は乙に対して変更内容を事前に通知するものとする。ただし、緊急を要する場合はこの限りでない。
3. 
[bookmark: _n2s55m2iic0b]第30条（規程等との関係）
1. 本契約に定めのない保育施設の具体的な利用方法については、甲が別途定める重要事項説明書、利用案内、園則その他の規程によるものとする。
2. 本契約と前項の規程等との間に矛盾が生じた場合は、関係法令及び自治体の定めを踏まえ、甲乙協議の上でその取扱いを決定するものとする。
3. 
[bookmark: _7othqq4aelsc]第31条（協議事項）
本契約に定めのない事項又は本契約の各条項の解釈について疑義が生じた場合、甲及び乙は、利用児童の利益を十分に考慮し、関係法令及び保育制度の趣旨に従って誠実に協議し、その解決を図るものとする。

[bookmark: _4wjgdicbif3n]第32条（準拠法及び管轄）
1. 本契約は、日本法に準拠し、日本法に従って解釈されるものとする。
2. 本契約に関して紛争が生じ、協議によって解決することができない場合は、法令上認められる範囲で、＿＿＿＿地方裁判所又は＿＿＿＿簡易裁判所を第一審の合意管轄裁判所とする。
以上、本契約成立の証として、本書2通を作成し、甲及び乙が記名押印又は署名の上、各1通を保有する。なお、電磁的方法により本契約を締結する場合は、本契約の電磁的記録を作成し、甲乙それぞれが当該電磁的記録を保管する。

＿＿年＿＿月＿＿日

甲（保育施設運営者）
法人名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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乙（保護者）
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